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渋川学区「第２期地域まちづくり計画」にかかる意見募集について 

 

 寒冷の候、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。 

 日ごろは、当協議会の運営に格別のご理解とご協力をいただき厚くお礼申しあげます。 

さて、当協議会の第１期地域まちづくり計画が平成３０年度で終了したことから、本年

７月から、「第２期地域まちづくり計画策定委員会」を発足し、協議・検討を重ねておりま

す。「地域まちづくり計画」とは、渋川学区の目指す将来像を定め、その将来像の実現のた

めに解決しなければならない課題を浮き彫りにし、その課題に向けた取組みを行うもので

す。（詳しくは、裏面をご参照ください） 

この度、地域課題の重点４項目（①子育て支援の不足②健康・福祉への不安③防災・減

災対策④地域コミュニティの危機）について取組む方向付けをいたしました。 

つきましては、地域の課題や解決すべき取組みなどについて当計画へ反映するため、渋

川学区の皆様からご意見を募集いたします。 

なお、皆様からお寄せいただいたご意見は、概要と回答を公表いたしますが、個々のご

意見に直接回答はいたしませんのでご了承願います。また、ご提出いただいたご意見の原

稿などは返却いたしません。 

  

記 

 

１．ご意見の提出方法について 

   ご意見は、添付の様式をご使用のうえ提出してください（裏面は自由記述です）。 

なお、提出にあたっては、町内会名とお名前をご記入ください。電話によるご意見の受

付はいたしかねますのでご了承ください。 

２．提出先について 

   当協議会事務局（渋川まちづくりセンター内）および各町内会長あてに提出するか、

またはまちづくり提案箱（北会館、南会館、西会館）に投函してください。 

  ＜問合せ先＞事務局（電話：５６９－０３５０ ファクス：５６６－５１４３ 

        メール：shibukawa@machikyou.jp  ） 

３．募集期間について   

令和２年１月１４日（火）から１月２７日（月）まで【必着】 

 

４．個人情報について 

   ご意見の提出に伴う個人情報につきましては、当協議会において適正に管理いたし

ます。 

（１） 



渋川学区まちづくり協議会 第 2 期地域まちづくり計画（案） 

１ 目的 

渋川学区の目指す将来像を定め、その将来像の実現のために解決しなければならない課題

を浮き彫りにし、その課題の解決に向けた取組みを行います。 

まちづくり協議会というさまざまな団体などにより構成する組織において、当学区の現状

を確認し、地域の強い（良い）ところ、弱いところを再度見つめ直し、さらに住み良い地域と

していくために地域住民の皆さんと将来像の実現に向けた考え方を共有し、取組みを進める

ことを目的とします。 

２ 計画の位置づけと財源 

    第１期で５年後の将来像を定め、平成 26 年度から平成３０年度まで、例年継続している

基幹事業（ふれあいまつり、運動会、敬老会など）に加え、ふるさとづくり交付金・がんば

る地域応援交付金・健康のまち草津モデル事業補助金を活用し、１６テーマの新規事業に取

り組んで参りました。 

第２期については、令和２年度から令和６年度を計画期間とし、５年後の将来像を定め、

現状の事業の見直しを行ったうえ、地域課題を解決する新規事業を加える計画と位置づけで

います。令和３年度から地域課題解決応援交付金を財源として活用します。 

 ３ 渋川学区の現状 

   渋川学区は、市の玄関口となるＪＲ草津駅があり、その周辺には大型小売店舗や高層マンシ

ョン等が多数立地し、中心市街地の一角を形成する地域であり、令和元年９月末で人口９,６４

０人、世帯数４,３１９世帯を有する、市内でも比較的人口が多い学区です。高齢化率は 1７.

２％で、市平均の２２.０％と比べ低いものの、年々増加傾向にあります。 

   渋川学区でも、地域のみなさんが互いに連携・協力しながら、学区の個性が生かせるまち

づくりを推進するため、平成２４年１２月に「渋川学区まちづくり協議会」を発足いたしま

した。 

 ４ 地域の課題 

  渋川学区の特徴として古くからの在所にお住まいの住民と新しく開発された住宅地に転入され

た住民やマンション住民が、いかに協力し合って“新しい渋川”をつくっていくかが重要課題で

あり、笑顔でふれあうコミュニティの場の充実を図る必要があります。 

また、経済的・地域的事情等から、親同士の交流が希薄化し、子育てに悩む、未就学児を持つ若

い世帯が増えています。健康への不安もあり、地域行事への参加もできず、引きこもりがちな一

人暮らしの高齢者が増えつつあります。 

そして、防災訓練事業を平成２６年度から毎年実施してきていますが、いざという時の防災・減

災対策や体制づくりを構築する必要があります。 

 ５ 地域の将来像「キャッチフレーズ」 

   ～笑顔・ふれあい・思いやりのまち・渋川～ 

 ６ 地域の基本方針（重点課題解決の取組み・方向性） 

①子育て支援の不足    ⇒子育て支援の地域づくり   

②健康・福祉への不安   ⇒高齢者の健康福祉を支える地域づくり 

③防災・減災対策     ⇒防災・減災体制の構築と人材の育成 

④地域コミュニティの危機 ⇒事業の見直しと人材の確保 

 
（２） 



「第２期地域まちづくり計画」にかかるご意見 

町内会名：       ご芳名：         

  

令和２年  月  日 提出様式 

＜＜課題１＞＞ ＜取組み（案）＞ 

 

 

 

＜ご意見＞ 

 

 

 

 

＜＜課題２＞＞ ＜取組み（案）＞ 

 

 

 

＜ご意見＞ 

 

 

 

 

＜＜課題３＞＞ ＜取組み（案）＞ 

 

 

＜ご意見＞ 

 

 

 

 

＜＜課題４＞＞ ＜取組み（案）＞ 

 

 

 

＜ご意見＞ 

 

 

 

 

＜高齢者の健康福祉を支える地域づくり＞ 

高齢者が、それぞれに応じた方法で、健康で楽しく暮らせる様、身近な施設・設

備・事業などの場づくりを提供 

＜防災・減災体制の構築と人材の育成＞ 

地区防災に関する体制やツールを整え、中心となる人材を育成する 

＜子育て支援の地域づくり＞ 

子育て世代の悩みを気軽に、安心して、話合い・相談できる機会を身近なところ

に見つけられる場づくりを提供 

 

 

 

子育て支

援の不足 

 

健康福祉

への不安 

 

防災減災

対策 

＜事業の見直しと人材の確保＞ 

多くの人に受け入れられる事業へ見直すとともに、その魅力をアピール、理解

促進を図るとともに、人材を掘り起こすため役員の負荷軽減を追求する 

 

 

地域コミ

ュニティ

の危機 
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 ＜自由記述＞ 
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